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令
和
５
年
４
月
に
事
業
開
始
予
定
の
「
広
島
県
水

道
企
業
団
」
へ
参
加
す
る
か
し
な
い
か
を
判
断
す
る

た
め
に
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
３
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

そ
の
場
で
出
た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
災
害
時
に
は
専
門
職
が
必
要
だ
。

◉
効
率
化
も
良
い
が
雇
用
の
場
も
必
要
で
は
。

○
専
門
職
の
確
保
は
難
し
い
状
況
が
あ
り
、
企
業
団

　

に
な
る
と
本
部
や
他
市
町
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

　

り
ま
す
。
単
独
経
営
を
選
択
す
る
場
合
、
他
市
町

　

等
へ
支
援
を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

　

い
ま
す
。

◉
安
い
料
金
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

◉
水
を
安
心
し
て
飲
む
た
め
の
施
設
整
備
、
体

　

制
は
、
料
金
を
上
げ
て
で
も
整
え
て
ほ
し
い
。

○
現
在
の
水
道
料
金
で
は
必
要
な
経
費
の
半
分
も
賄

　

え
て
お
ら
ず
、
企
業
団
に
参
画
、
単
独
経
営
ど
ち

　

ら
で
も
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
必
要
な
状
況
で
す
。

　

そ
の
う
え
で
企
業
団
に
な
る
と
、
料
金
の
値
上
げ

　

を
25
円
／
㎥
（
令
和
24
年
度
時
点
）
抑
え
ら
れ
る

　

試
算
で
す
。

◉
今
は
、
町
職
員
が
対
応
し
て
い
る
の
で
安
心

　

感
が
あ
る
。
企
業
団
で
も
同
じ
対
応
が
で
き

　

る
の
か
。

◉
地
元
の
こ
と
が
分
か
る
町
職
員
に
対
応
し
て

　

ほ
し
い
。

○
現
在
、
緊
急
時
は
、
水
道
担
当
の
職
員
の
み
な
ら

　

ず
町
全
体
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
企
業
団
に
な
る

　

と
初
動
や
夜
間
対
応
は
、
町
が
連
携
す
る
必
要
が

　

あ
り
、
そ
の
部
分
は
町
が
企
業
団
か
ら
事
務
委
託

　

を
受
け
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◉
企
業
団
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

○
公
的
な
機
関
で
あ
り
事
業
開
始
時
は
、
県
や
市
町

　

か
ら
の
派
遣
職
員
で
対
応
し
ま
す
。

◉
企
業
団
に
な
る
と
、
将
来
、
水
道
事
業
が
民

　

営
化
さ
れ
る
の
で
は
。

○
企
業
団
で
は
業
務
の
効
率
化
等
を
目
的
に
業
務
の

　

一
部
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
水

　

道
事
業
の
民
営
化
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
民
営
化
の
動
き
に
つ
い
て
は
構
成
団
体

　

で
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
企
業
団
に
は
、
隣
接
の
広
島
市
が
参
加
し
な

　

い
が
、
経
営
の
面
で
不
安
が
あ
る
。

○
同
じ
水
源
（
太
田
川
）
を
利
用
し
て
い
る
広
島
市

　

が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
は
不
安
要
素
の
一
つ
で

　

す
。
今
後
、
広
島
市
と
の
連
携
を
検
討
す
る
場
合
、

　

企
業
団
に
参
加
す
る
と
本
町
だ
け
の
判
断
で
動
け

　

な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

◉
企
業
団
が
き
ち
ん
と
運
営
さ
れ
る
の
か
、
し

　

ば
ら
く
様
子
を
見
て
は
ど
う
か
。
説
明
会
も

　

改
め
て
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

○
単
独
経
営
に
比
べ
る
と
企
業
団
の
方
が
経
営
も
安

　

定
し
、
課
題
も
あ
る
程
度
解
決
す
る
と
考
え
て
い

　

ま
す
が
、
未
だ
存
在
し
な
い
組
織
で
も
あ
り
、
実

　

際
上
手
く
機
能
す
る
の
か
不
安
な
所
は
あ
り
ま
す
。

　

企
業
団
へ
の
参
加
は
事
業
開
始
後
も
可
能
で
す
が
、

　

交
付
金
の
適
用
面
や
、
費
用
負
担
の
面
な
ど
マ
イ

　

ナ
ス
要
素
も
あ
り
得
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
町
の
考
え

　

を
整
理
し
、
５
月
に
再
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
企
業
団
に
な
る
と
小
さ
い
町
の
取
り
組
み
は

　

後
回
し
に
な
る
の
で
は
。

○
企
業
団
で
は
市
町
毎
の
事
業
計
画
が
あ
り
、
市
町

　

の
意
見
を
踏
ま
え
て
事
業
を
進
め
る
の
で
、
後
回

　

し
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
企
業
団
に
な
る
と
、
国
か
ら
の
補
助
金
対

　

象
が
拡
充
し
ま
す
。

◉
水
道
施
設
の
事
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、

　

一
度
、
町
職
員
に
施
設
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

○
地
域
管
理
の
水
道
施
設
は
、
企
業
団
の
事
務
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
緊
急
時
支
援
や
補
助

　

金
交
付
等
は
町
で
対
応
し
ま
す
。
水
道
施
設
は
確

　

認
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

水
道
広
域
連
携
に
つ
い
て

町
民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−1963

本町の水道事業について考える本町の水道事業について考える

◉
＝
参
加
者
か
ら
の
意
見　
　

○
＝
町
の
考
え

人
材
確
保

水
道
料
金

緊
急
時
対
応

そ
の
他

老
朽
化
対
策

地
域
水
道
組
合
等
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こ
の
度
の
意
見
交
換
会
を
踏
ま
え
て
、

企
業
団
の
参
加
に
つ
い
て
の
町
の
考
え
を

説
明
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
水
道
事
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

地
元
水
道
・
個
人
水
道
を
ご
利
用
の
人

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
く
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
の
消
毒
等
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
５
月
27
日
㈮
14
時
〜

　
役
場
本
庁
東
館

（
２
階
大
集
会
室
）

●
５
月
29
日
㈰
10
時
〜

　
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
３
階
エ
コ
学
習
室
）

●
５
月
31
日
㈫
18
時
30
分
〜

　
筒
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
階
大
広
間
）

水
道
事
業
説
明
会

安
芸
太
田
町
簡
易
水
道
事
業
の
見
通
し

　

今
後
の
水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水
収

益
の
減
少
（
そ
れ
に
伴
う
料
金
の
値
上
げ
）
や
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費
用
の
増
加
、
事
業
を
支
え

る
人
材
・
技
術
力
の
不
足
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

○人口減少の影響で料金収入等は減少し、現状のままでは、支出が収入を上回り、今後控えて
　いる施設の更新に対応していくことも難しくなります。
◯水道事業を持続していくためには、料金改定が必要になり、単独経営の場合、令和24年度に
　は、現状から1.7倍の値上げが必要になる事が見込まれています。

収入と支出
の見通し　

単独経営の場合、収入と支出の差をなくすために1.7倍の値上げが必要となります。
（例）１か月20㎥使用する場合（メーター13ｍｍ）の料金の目安
　　　現状3,094円／月が令和24年度には1.7倍の5,260円／月となり、企業団に参加すると、
　　　500円／月抑制することができ、令和24年度には4,760円／月となる見込みです。

有収水量減少のため、収入が
減少し、支出との差が増加。

（百万円）

（㎥／日） （人）

（円／㎥）
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R24

収入と支出の見込み

有収水量と給水人口の推計結果

水道料金（供給単価）の見込み

173円／㎥
198円／㎥ 216円／㎥

250円／㎥ 268円／㎥
173円／㎥

216円／㎥
242円／㎥

276円／㎥ 293円／㎥

収入

給水人口

単独経営

支出

業務用・工場用・その他生活用

※グラフは収益的収支の推計結果を表す

広島県水道企業団事業計画素案データより

企業団

有
収
水
量

給
水
人
口

4,820
4,413

4,086

3,133

2,337

1,717
1,261
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